
◆
暮
ら
し
を
守
る
市
政
に

問

国
民
負
担
増
と
年
金
や
医

療
、
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
等

の
改
悪
に
よ
っ
て
、
格
差
と
貧

困
が
国
民
を
苦
し
め
て
い
る
。

八
街
で
も
、
こ
の
間
、
収
入
は

増
え
な
い
の
に
国
保
税
や
介
護

保
険
料
、
水
道
料
、
保
育
料
等

が
値
上
げ
さ
れ
て
市
民
を
苦
し

め
て
い
る
。

介
護
問
題
で
は
、
日
常
生
活

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者

世
帯
に
介
護
保
険
の
利
用
を
す

す
め
て
も
、「
２
人
で
年
金
が

10
万
円
な
の
に
医
療
費
が
高
く

介
護
保
険
料
も
取
ら
れ
て
生
活

が
大
変
。
介
護
は
い
ら
な
い
。」

と
利
用
を
断
っ
て
き
た
が
、
短

期
間
に
妻
が
介
護
度
５
に
な
り

介
護
保
険
を
利
用
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
我
慢

せ
ざ
る
を
得
な
い
人
達
が
い

る
。
ま
た
、
就
職
し
た
も
の
の

十
分
な
仕
事
量
が
な
く
、「
餓

死
寸
前
で
す
。」
と
悲
鳴
を
上

げ
て
い
る
母
子
世
帯
も
あ
る
。

一 般 質 問
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６月定例会では10人の議員が
質問しました。
各会派の人数に応じて紙面の割り付けを行って
います。
ここでは紙面の関係でその一部を要約して掲載
しています。

日日
本本
共共
産産
党党

丸
山
わ
き
子

右
山
　
正
美

京
増
　
藤
江

右
山
　
正
美

個
人質問

京
増
　
藤
江

個
人質問

国
の
税
制
改
悪
に
よ
る
定
率

減
税
の
全
廃
で
６
月
か
ら
住
民

税
が
大
増
税
と
な
り
、
こ
れ
に

連
動
し
て
国
保
税
や
介
護
保
険

料
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

12
月
議
会
及
び
３
月
議
会
で

市
税
等
の
減
免
を
検
討
す
る
と

答
弁
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検

討
し
た
の
か
。

市
長

近
隣
市
町
村
の
減
免
要

綱
等
の
策
定
条
項
や
減
免
基
準

な
ど
の
調
査
を
実
施
し
た
。
今

後
は
、
減
免
事
由
や
減
免
割
合

な
ど
、
具
体
的
な
内
容
を
検
討

し
た
い
。

問

市
税
の
減
免
を
い
つ
か
ら

実
施
す
る
の
か
は
っ
き
り
さ
せ

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

総
務
部
長

い
つ
ま
で
と
、
明

確
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。

問

国
保
税
引
き
下
げ
、
介
護

保
険
料
・
利
用
料
の
軽
減
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

低
所
得
者
に
は
国
保
税

の
軽
減
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
保
の
経
営
基
盤
の
改
善
が
必

要
で
あ
り
国
保
税
の
引
き
下
げ

は
難
し
い
。
介
護
保
険
料
の
一

律
軽
減
に
つ
い
て
は
、
実
施
す

る
と
介
護
保
険
事
業
計
画
が
成

り
立
た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
制

度
的
な
配
慮
が
さ
れ
て
お
り
、

一
律
軽
減
は
し
な
い
。

問

国
保
税
引
き
下
げ
は
難
し

を
検
討
し
た
い
。

問

踏
み
切
り
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
、
新
氷
川
踏
み
切
り
は

道
路
の
構
造
上
危
険
が
伴
っ
て

い
る
。
道
路
の
付
け
替
え
に
よ

っ
て
安
全
を
確
保
で
き
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

市
長

道
路
の
付
け
替
え
は
、

新
た
に
踏
み
切
り
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議

が
必
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
で
は
、

踏
み
切
り
の
総
延
長
を
増
や
さ

な
い
こ
と
、
高
架
式
や
地
下
式

を
す
す
め
て
お
り
、
踏
み
切
り

の
開
設
費
用
は
市
の
負
担
が
原

則
で
あ
り
、
道
路
の
付
け
替
え

は
難
し
い
。

問

全
市
的
な
交
通
安
全
対
策

と
と
も
に
、
危
険
箇
所
の
早
急

な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
、
死
亡
事
故
も
起
き
た
朝

陽
小
脇
の
信
号
機
の
改
善
が
い

ま
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急

い
と
の
こ
と
だ
が
、
払
え
な
い

世
帯
が
５
割
を
超
え
て
い
る
。

日
本
共
産
党
は
、
３
月
議
会
で

も
１
万
円
の
引
き
下
げ
を
求
め

た
。
今
議
会
に
請
願
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
今
す
ぐ
必
要
で
は

な
い
事
業
は
止
め
て
、
住
民
の

願
い
に
沿
う
の
が
政
治
だ
。

次
に
、
介
護
保
険
を
利
用
し

て
い
る
人
た
ち
を
障
が
い
者
と

認
定
す
れ
ば
税
が
控
除
さ
れ

る
。
税
金
を
少
し
で
も
軽
く
す

る
た
め
に
、
こ
の
制
度
を
広
く

市
民
に
知
ら
せ
て
認
定
者
を
広

げ
て
は
ど
う
か
。

介
護
保
険
課
長

介
護
認
定
者

に
は
、
個
々
に
制
度
を
知
ら
せ

て
い
る
が
、
確
定
申
告
の
時
期

に
も
「
広
報
や
ち
ま
た
」
等
で

周
知
し
た
い
。

◆
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

問

冠
水
対
策
に
つ
い
て
、
太

陽
団
地
及
び
１
区
伊
藤
商
店
前

の
対
応
を
早
急
に
求
め
る
が
ど

う
か
。
ま
た
、
大
関
調
整
池
上
流

の
整
備
検
討
は
ど
う
な
っ
た
か
。

市
長

太
陽
団
地
の
水
路
は
、

大
池
調
整
池
を
含
め
た
幹
線
整

備
で
冠
水
が
緩
和
さ
れ
る
と
思

う
。
暫
定
的
に
、
伊
藤
商
店
の

流
域
側
に
雨
水
を
浸
透
さ
せ
る

側
溝
等
を
考
え
て
い
る
。
大
関

調
整
池
に
つ
い
て
は
、
水
路
の

改
修
や
新
た
な
水
路
整
備
な
ど

に
対
応
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長

信
号
機
の
設
置
場
所
や

横
断
歩
道
の
待
機
場
所
を
確
保

す
る
な
ど
の
交
差
点
の
改
良
が

必
要
な
た
め
、
地
権
者
と
協
議

を
重
ね
て
い
る
。

◆
地
震
対
策

問

非
常
備
蓄
と
避
難
場
所
の

充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か

わ
か
ら
ず
、
最
大
の
備
え
が
住

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
災

害
を
少
な
く
す
る
。
防
災
に
強

い
街
づ
く
り
を
積
極
的
に
進

め
、
支
援
す
る
の
も
自
治
体
の

大
切
な
役
割
で
あ
る
。
災
害
時

の
備
蓄
量
は
市
民
全
体
が
使
え

る
備
蓄
か
。
計
画
的
に
防
災
備

蓄
倉
庫
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

が
い
か
が
か
。

市
長

非
常
用
食
料
主
食
約
９

千
４
０
０
食
、
副
食
約
７
千
２

０
０
食
、毛
布
１
千
８
０
０
枚
、

土
嚢
袋
８
千
袋
、
市
民
全
体
を

考
え
る
と
十
分
で
は
な
く
計
画

的
に
整
備
を
す
る
。

問

避
難
場
所
の
明
確
化
と
細

分
化
の
計
画
は
い
か
が
か
。

市
長

市
内
28
箇
所
の
学
校
・

公
園
な
ど
公
共
的
施
設
を
指
定

し
て
い
る
。
今
後
、
見
直
し
等

も
含
め
て
、
よ
り
効
率
的
な
活

�
新
氷
川
踏
み
切
り


